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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　地下コンクリート構造物の延設方向に所定間隔で設けられて内外の止水を保ちつつ両側

のコンクリート構造物を相対変位可能に連結する継手構造であって、

　対向する前記コンクリート構造物の外周縁にそれぞれ形成された所定角度の継手斜面に

囲まれた外周側に広がる断面形状三角形の継手空間内に、前記対向する継手斜面を連結す

る可撓止水部材と、前記コンクリート構造物の少なくとも下面側において該可撓止水部材

の外周側の空間を埋める保持充填部材とを備え、

　前記可撓止水部材は、内面側が開放されるＵ字状の屈曲部の両外縁から左右にそれぞれ

所定幅の固定板部が前記継手斜面と対応する角度で斜めに延設された断面形状として弾性

素材によって形成されて、前記左右の固定板部がそれぞれ接着部材を介して前記継手斜面

に接着されて設けられ、

　前記保持充填部材は、内面が前記可撓止水部材の外面と略合致し、外面が前記コンクリ

ート構造物の外面と略面一となる断面形状として弾性素材によって形成され、

　前記Ｕ字状の屈曲部の内部には、上記地下コンクリート構造物を構築するコンクリート

打設前に、該記可撓止水部材を支持するために、対向する一方のコンクリート構造物の端

面を形成する妻型枠が嵌め込まれる所定深さのスリット部が形成されていることを特徴と

する地下コンクリート構造物の継手構造。

【請求項２】

　上記可撓止水部材の固定板部の先端縁は、外面が所定勾配の斜めで肉厚が徐々に薄くな
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る リ ッ プ 部 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 継

手 構 造 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 少 な く と も 下 面 側 に お い て 、 可 撓 止 水 部 材 ず れ 防 止 用 の ピ ン

が 、 そ の 一 部 が 前 記 可 撓 止 水 部 材 の 前 記 左 右 の 固 定 板 部 に 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 形 成 さ れ

た ピ ン 挿 入 孔 に 挿 入 固 定 さ れ 、 残 部 が 前 記 継 手 斜 面 の 内 側 の 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 固

定 さ れ る よ う に し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 地 下 コ ン ク

リ ー ト 構 造 物 の 継 手 構 造 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 少 な く と も 下 面 側 に お い て 、 前 記 可 撓 止 水 部 材 の 前 記 左 右 の

固 定 板 部 か ら 継 手 斜 面 側 に 突 出 す る よ う に し て 周 方 向 に 延 長 す る 板 状 の 基 部 と 該 基 部 の 先

端 に 形 成 さ れ た 膨 出 部 を 備 え る 可 撓 止 水 部 材 ず れ 防 止 用 の 板 状 ア ン カ ー 部 が 前 記 左 右 の 固

定 板 部 と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 地 下

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 継 手 構 造 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 板 状 ア ン カ ー 部 に は 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 空 気 抜 き 用 の 切 欠 部 が 形 成 さ れ て い る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 継 手 構 造 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 可 撓 止 水 部 材 の 前 記 屈 曲 部 は そ の 屈 曲 し た 先 端 部 近 傍 の 厚 み よ り も そ の 反 対 端 部 側

の 厚 み が 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造

物 の 継 手 構 造 。

【 請 求 項 ７ 】

　 上 記 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 構 築 す る コ ン ク リ ー ト 打 設 前 に 、 対 向 す る 一 方 の コ ン ク

リ ー ト 構 造 物 の 端 面 を 形 成 す る 妻 型 枠 に 上 記 屈 曲 部 の ス リ ッ ト 部 を 嵌 め 込 ん で 上 記 可 撓 止

水 部 材 を 予 め 所 定 位 置 に 支 持 す る と 共 に 、 そ の 外 周 側 に 上 記 保 持 充 填 部 材 を 配 置 し 、 そ の

後 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 前 記 可 撓 止 水 部 材 の 固 定 板 部 に よ っ て 上 記 継 手 斜 面 を 形 成 す

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 継 手 構 造

の 施 工 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 共 同 溝 等 の 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 延 設 方 向 に 所 定 間 隔 で 設 け ら れ て 内 外

の 止 水 を 保 ち つ つ 両 側 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 相 対 変 位 可 能 に 連 結 す る 継 手 構 造 と そ の 施

工 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 例 え ば 共 同 溝 等 の 地 中 に 構 築 さ れ る 暗 渠 等 の 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 は 、 そ の 延 設 方 向

に 所 定 間 隔 毎 で 継 手 が 介 設 さ れ 、 内 外 を 止 水 し つ つ そ の 両 側 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 温 度

変 化 等 に 起 因 す る 伸 縮 等 の 相 対 変 位 を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 継 手 構 造 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 の ご と く コ ン ク リ ー ト 構 造 物

の 対 向 す る 端 面 間 に 止 水 板 を 介 設 し た も の 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 の ご と く コ ン ク リ ー ト 構 造

物 の 対 向 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 枠 体 の 内 周 部 の 間 に ゴ ム ・ 合 成 樹 脂 等 の 弾 性 材 に よ る

可 撓 止 水 部 材 を 水 密 的 に 取 り 付 け た も の 等 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る 止 水 板 は コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 構 築 す る 際 に コ ン ク リ ー ト に 打 ち

込 ま れ 、 ま た 、 特 許 文 献 ２ に お け る 枠 体 も 一 体 に 設 け ら れ た ア ン カ ー ボ ル ト が コ ン ク リ ー

ト 打 設 時 に 打 ち 込 ま れ て 固 定 さ れ る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ４ ４ １ ４ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ８ ８ ６ ４ ７ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 止 水 板 や 特 許 文 献 ２ に お け る 枠 体 の ア ン カ ー ボ ル ト は 、 壁

厚 の 中 央 又 は 内 周 側 に 配 置 さ れ る た め 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 の 際 に そ の 周 囲 の 空 気 が 抜 け に

く く 、 周 囲 に 空 気 溜 ま り や ジ ャ ン カ を 生 じ 易 い と い う 問 題 が あ っ た 。 そ の 確 認 は 困 難 で 、

万 一 空 気 溜 ま り や ジ ャ ン カ が 生 ず る と そ こ を 伝 っ て 水 漏 れ し 、 止 水 性 が 破 綻 す る 虞 が あ る

。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 簡 単 な 構 成 で 、 良 好 な 止 水 性 を 得

る こ と の で き る 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 継 手 構 造 と そ の 施 工 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的

と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 継 手 構 造 は 、 地 下

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 延 設 方 向 に 所 定 間 隔 で 設 け ら れ て 内 外 の 止 水 を 保 ち つ つ 両 側 の コ ン

ク リ ー ト 構 造 物 を 相 対 変 位 可 能 に 連 結 す る 継 手 構 造 で あ っ て 、 対 向 す る 前 記 コ ン ク リ ー ト

構 造 物 の 外 周 縁 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 所 定 角 度 の 継 手 斜 面 に 囲 ま れ た 外 周 側 に 広 が る 断 面

形 状 三 角 形 の 継 手 空 間 内 に 、 前 記 対 向 す る 継 手 斜 面 を 連 結 す る 可 撓 止 水 部 材 と 、 前 記 コ ン

ク リ ー ト 構 造 物 の 少 な く と も 下 面 側 に お い て 該 可 撓 止 水 部 材 の 外 周 側 の 空 間 を 埋 め る 保 持

充 填 部 材 と を 備 え 、 前 記 可 撓 止 水 部 材 は 、 内 面 側 が 開 放 さ れ る Ｕ 字 状 の 屈 曲 部 の 両 外 縁 か

ら 左 右 に そ れ ぞ れ 所 定 幅 の 固 定 板 部 が 前 記 継 手 斜 面 と 対 応 す る 角 度 で 斜 め に 延 設 さ れ た 断

面 形 状 と し て 弾 性 素 材 に よ っ て 形 成 さ れ て 、 前 記 左 右 の 固 定 板 部 が そ れ ぞ れ 接 着 部 材 を 介

し て 前 記 継 手 斜 面 に 接 着 さ れ て 設 け ら れ 、 前 記 保 持 充 填 部 材 は 、 内 面 が 前 記 可 撓 止 水 部 材

の 外 面 と 略 合 致 し 、 外 面 が 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 外 面 と 略 面 一 と な る 断 面 形 状 と し て

弾 性 素 材 に よ っ て 形 成 さ れ 、 前 記 Ｕ 字 状 の 屈 曲 部 の 内 部 に は 、 上 記 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造

物 を 構 築 す る コ ン ク リ ー ト 打 設 前 に 、 該 記 可 撓 止 水 部 材 を 支 持 す る た め に 、 対 向 す る 一 方

の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 端 面 を 形 成 す る 妻 型 枠 が 嵌 め 込 ま れ る 所 定 深 さ の ス リ ッ ト 部 が 形

成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 構 成 で は 、 可 撓 止 水 部 材 の 固 定 板 部 の 接 着 部 材 に よ る 継 手 斜 面 へ の 接 着 に よ っ て 止

水 す る と 共 に 、 作 用 す る 外 水 圧 が 固 定 板 部 を 継 手 斜 面 に 押 圧 し て 止 水 す る 。 両 側 の コ ン ク

リ ー ト 構 造 物 の 離 間 変 位 時 に は 、 止 水 状 態 を 保 っ て 屈 曲 部 が 弾 性 変 形 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 上 記 可 撓 止 水 部 材 の 固 定 板 部 の 先 端 縁 は 、 外 面 が 所 定 勾 配 の 斜

め で 肉 厚 が 徐 々 に 薄 く な る リ ッ プ 部 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の 構 成 に よ り 、 リ ッ プ 部 が 外 水 圧 に よ っ て 継 手 斜 面 に よ り 一 層 密 着 し て 大 き な 止 水 効

果 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 少 な く と も 下 面 側 に お い て 、 可 撓 止

水 部 材 ず れ 防 止 用 の ピ ン が 、 そ の 一 部 が 前 記 可 撓 止 水 部 材 の 前 記 左 右 の 固 定 板 部 に 周 方 向

に 所 定 の 間 隔 で 形 成 さ れ た ピ ン 挿 入 孔 に 挿 入 固 定 さ れ 、 残 部 が 前 記 継 手 斜 面 の 内 側 の 前 記

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 固 定 さ れ る よ う に し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 少 な く と も 下 面 側 に お い て 、 前 記 可

撓 止 水 部 材 の 前 記 左 右 の 固 定 板 部 か ら 継 手 斜 面 側 に 突 出 す る よ う に し て 周 方 向 に 延 長 す る

板 状 の 基 部 と 該 基 部 の 先 端 に 形 成 さ れ た 膨 出 部 を 備 え る 可 撓 止 水 部 材 ず れ 防 止 用 の 板 状 ア

ン カ ー 部 が 前 記 左 右 の 固 定 板 部 と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】
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　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 前 記 板 状 ア ン カ ー 部 に は 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 空 気 抜 き 用 の 切

欠 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 前 記 可 撓 止 水 部 材 の 前 記 屈 曲 部 は そ の 屈 曲 し た 先 端 部 近 傍 の 厚

み よ り も そ の 反 対 端 部 側 の 厚 み が 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 上 記 継 手 構 造 の 施 工 方 法 と し て 、 上 記 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物

を 構 築 す る コ ン ク リ ー ト 打 設 前 に 、 対 向 す る 一 方 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 端 面 を 形 成 す る

妻 型 枠 に 上 記 屈 曲 部 の ス リ ッ ト 部 を 嵌 め 込 ん で 上 記 可 撓 止 水 部 材 を 予 め 所 定 位 置 に 支 持 す

る と 共 に 、 そ の 外 周 側 に 上 記 保 持 充 填 部 材 を 配 置 し 、 そ の 後 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と

を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 可 撓 止 水 部 材 の 固 定 板 部 が 型 枠 と し て 機 能 し て 、 継 手 斜 面 を 形

成 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 １ の 発 明 の 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 継 手 構 造 に よ れ ば 、 対 向 す る コ ン ク リ ー ト

構 造 物 の 連 結 外 周 部 位 に 形 成 さ れ た 外 周 側 に 広 が る 断 面 形 状 三 角 形 の 継 手 空 間 内 に 前 記 コ

ン ク リ ー ト 構 造 物 の 少 な く と も 下 面 側 に お い て 可 撓 止 水 部 材 と そ の 外 周 側 の 空 間 を 埋 め る

保 持 充 填 部 材 と が 配 設 さ れ 、 可 撓 止 水 部 材 の 固 定 板 部 は 接 着 部 材 に よ っ て 継 手 斜 面 に 接 着

さ れ て い る こ と に よ り 、 固 定 板 部 の 継 手 斜 面 へ の 接 着 と 、 外 水 圧 に よ る 固 定 板 部 の 継 手 斜

面 へ の 圧 接 と で 二 重 の 止 水 効 果 が 得 ら れ 、 良 好 に 止 水 す る こ と が で き 、 両 側 の コ ン ク リ ー

ト 構 造 物 の 離 間 変 位 に 際 し て は 可 撓 止 水 部 材 の 屈 曲 部 の 弾 性 変 形 に よ っ て 止 水 状 態 を 保 っ

て 追 従 す る こ と が で き る 。 ま た 、 継 手 斜 面 は 外 周 側 に 広 が る 方 向 の 傾 斜 面 で あ る た め に コ

ン ク リ ー ト 打 設 時 に 空 気 の 抜 け が 良 く ジ ャ ン カ の 発 生 を 抑 え る こ と が で き 、 可 撓 止 水 部 材

の 固 定 板 部 と 密 着 性 が 良 く 良 好 な 止 水 性 を 得 る こ と が で き る 。 更 に 、 継 手 斜 面 は 外 周 側 に

開 放 し て い る た め に 外 周 側 か ら そ の 面 状 態 を 確 認 す る こ と も で き 、 必 要 が あ れ ば 補 修 す る

こ と も 可 能 で あ る 。 即 ち 、 簡 単 な 構 成 で 、 良 好 な 止 水 性 を 得 る こ と の で き る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 可 撓 止 水 部 材 の 固 定 板 部 の 先 端 の リ ッ プ 部 が 外 水 圧 に

よ っ て 継 手 斜 面 に 密 着 し 易 く 、 よ り 良 好 な 止 水 性 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 少 な く と も 下 面 側 に お い て

可 撓 止 水 部 材 ず れ 防 止 用 の ピ ン が 、 そ の 一 部 が 前 記 可 撓 止 水 部 材 の 前 記 左 右 の 固 定 板 部 に

周 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 形 成 さ れ た ピ ン 挿 入 孔 に 挿 入 固 定 さ れ 、 残 部 が 前 記 継 手 斜 面 の 内 側

の 前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 固 定 さ れ る よ う に し て 設 け ら れ て い る の で 、 対 向 す る コ ン ク

リ ー ト 構 造 物 間 の 変 位 に よ り 固 定 部 に か か る 引 張 力 に 抵 抗 し 接 着 部 材 に 生 じ る 剪 断 力 を 低

減 し 可 撓 止 水 部 材 の 継 手 斜 面 に 対 す る ず れ を 防 止 す る こ と が で き 、 止 水 を よ り 一 層 確 実 な

も の と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 少 な く と も 下 面 側 に お い て 、 前

記 可 撓 止 水 部 材 の 前 記 左 右 の 固 定 板 部 か ら 継 手 斜 面 側 に 突 出 す る よ う に し て 周 方 向 に 延 長

す る 板 状 の 基 部 と 該 基 部 の 先 端 に 形 成 さ れ た 膨 出 部 を 備 え る 可 撓 止 水 部 材 ず れ 防 止 用 の 板

状 ア ン カ ー 部 が 前 記 左 右 の 固 定 板 部 と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る の で 、 対 向 す る コ ン ク リ ー

ト 構 造 物 間 の 変 位 に よ り 固 定 部 に か か る 引 張 力 に 抵 抗 し 接 着 部 材 に 生 じ る 剪 断 力 を 低 減 す

る 効 果 が 前 記 ピ ン に よ る ず れ 防 止 構 造 よ り も さ ら に 高 く 可 撓 止 水 部 材 の 継 手 斜 面 に 対 す る

ず れ 防 止 を 一 層 確 実 に す る こ と が で き 、 止 水 を よ り 一 層 確 実 な も の と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 板 状 ア ン カ ー 部 に は 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 空 気 抜

き 用 の 切 欠 部 が 形 成 さ れ て い る の で 、 板 状 ア ン カ ー 部 の 周 囲 に 空 気 溜 り が 形 成 さ れ る こ と
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を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 可 撓 止 水 部 材 に 大 き な 外 水 圧 が か か っ た 場 合 に は 、 可 撓 止 水 部 材 の 屈 曲 部 が 反 転

す る こ と に よ り 固 定 部 に か か る 引 張 り 力 が 増 大 し 接 着 部 材 に か か る 剪 断 力 が 増 大 す る が 、

請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 可 撓 止 水 部 材 の 屈 曲 部 は そ の 屈 曲 し た 先 端 部 近 傍 の 厚 み よ り も

そ の 反 対 端 部 側 の 厚 み が 大 き い の で 、 可 撓 止 水 部 材 に 大 き な 外 水 圧 が か か っ た 場 合 で も 屈

曲 部 が 反 転 し づ ら く 、 し た が っ て 、 固 定 部 に か か る 引 張 り 力 の 増 大 を 防 止 す る こ と が で き

、 可 撓 止 水 部 材 の 継 手 斜 面 に 対 す る ず れ 防 止 を 一 層 確 実 に す る こ と が で き 、 止 水 を よ り 一

層 確 実 な も の と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 更 に 、 請 求 項 ７ に 係 る 上 記 継 手 構 造 の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 構

築 す る コ ン ク リ ー ト 打 設 前 に 、 対 向 す る 一 方 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 端 面 を 形 成 す る 妻 型

枠 に 屈 曲 部 を 被 せ て 可 撓 止 水 部 材 を 予 め 所 定 位 置 に 配 置 す る と 共 に 、 そ の 外 周 側 に 保 持 充

填 部 材 を 配 置 し 、 そ の 後 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ り 、 可 撓 止 水 部 材 の 固 定 板 部 が

型 枠 と し て 作 用 し て 継 手 斜 面 を 形 成 す る こ と が で き る た め 、 極 め て 容 易 に 施 工 で き る も の

で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 　

　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 継 手 構 造 の 一 構 成 例 を 適 用 し た 地 下 コ ン

ク リ ー ト 構 造 物 で あ る 共 同 溝 の 斜 視 図 ， 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 で あ る 共 同 溝 １ ０ は 、 断 面 形 状 が 矩 形 で 所 定 長 さ の 函 体 １ １ ， １ １

′ が 、 本 発 明 に お け る 継 手 構 造 の 一 構 成 例 で あ る 継 手 部 ２ ０ で 連 結 さ れ て 構 成 さ れ て お り

、 開 削 工 法 に よ っ て 均 し コ ン ク リ ー ト １ （ 図 １ に は 示 さ ず ） の 上 面 に 現 場 打 ち に よ っ て 所

定 長 さ 毎 （ 函 体 毎 ） に 継 手 部 ２ ０ を 介 設 し て 打 ち 継 が れ て 構 築 さ れ 、 完 成 後 は 所 定 深 さ の

地 中 に 埋 め 戻 さ れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 継 手 部 ２ ０ は 、 図 ２ の Ｘ 部 拡 大 図 （ 下 面 側 の 拡 大 断 面 図 ） で あ る 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う

に 、 両 函 体 １ １ ， １ １ ′ の 外 周 縁 に そ れ ぞ れ 面 取 り 状 に 形 成 さ れ た 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １

Ａ ′ に 囲 ま れ た 外 周 側 に 広 が る 断 面 形 状 三 角 形 の 継 手 空 間 １ ２ の 内 部 に 、 両 継 手 斜 面 １ １

Ａ ， １ １ Ａ ′ を 連 結 す る 可 撓 止 水 部 材 と し て の 止 水 ゴ ム ２ １ が 配 設 さ れ る と 共 に 、 そ の 外

周 側 に 保 持 充 填 部 材 ２ ２ が 配 設 さ れ 、 更 に 、 隣 接 対 向 す る 函 体 １ １ ， １ １ ′ の 端 面 間 に 例

え ば 鉄 板 に ゴ ム ラ イ ニ ン グ を 施 し た 目 地 材 ２ ４ が 介 装 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の

継 手 部 ２ ０ の 外 周 は 、 設 置 面 で あ る 均 し コ ン ク リ ー ト １ と 接 す る 下 面 を 除 い て 保 護 板 ２ ５

に よ っ て 覆 わ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 函 体 １ １ ， １ １ ′ の 外 周 縁 に 形 成 さ れ た 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ の 角 度 は 、 本 構 成 例

で は ４ ５ ° に 設 定 さ れ て お り 、 従 っ て 、 継 手 空 間 １ ２ の 頂 角 は ９ ０ ° と な っ て い る 。 尚 、

こ の 角 度 は 適 宜 変 更 可 能 な も の で あ る が 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 時 に 空 気 が 抜 け 易 く 空 気 溜 ま

り や ジ ャ ン カ の 発 生 を 防 ぐ た め に は ６ ０ ° － １ ５ ０ ° の 範 囲 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 止 水 ゴ ム ２ １ は 、 図 ４ に そ の 単 体 の 断 面 図 を 示 す よ う に 、 内 面 側 （ 図 ４ 中 上 側 ） に 開 放

す る 断 面 形 状 Ｕ 字 状 の 屈 曲 部 ２ １ Ａ の 左 右 両 端 縁 か ら 、 そ れ ぞ れ 所 定 幅 の 固 定 板 部 ２ １ Ｂ

が 斜 め 外 周 側 （ 図 ４ 中 下 側 ） に 延 設 さ れ た 形 状 に 、 ゴ ム ・ 合 成 樹 脂 等 の 可 撓 性 素 材 に よ っ

て 形 成 さ れ て い る 。 屈 曲 部 ２ １ Ａ の 内 部 所 定 幅 で 所 定 深 さ の ス リ ッ ト 部 ２ １ Ｓ と な っ て い

る 。 ま た 、 左 右 の 固 定 板 部 ２ １ Ｂ は 、 継 手 空 間 １ ２ の 頂 角 と 等 し い 角 度 （ ９ ０ ° ） で 外 面

側 （ 図 ４ 中 下 側 ） に 開 く Ｖ 字 状 を 成 し て お り 、 そ の 先 端 は 外 周 側 の 傾 斜 面 で 先 鋭 化 し た リ

ッ プ 部 ２ １ Ｌ と な っ て い る 。 当 該 止 水 ゴ ム ２ １ は 、 こ の リ ッ プ 部 ２ １ Ｌ を 除 い て 全 体 が 略

均 一 な 肉 厚 に 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】

　 こ の よ う な 止 水 ゴ ム ２ １ は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に そ の 左 右 の 固 定 板 部 ２ １ Ｂ の 内 面

（ 図 ３ 及 び 図 ４ 中 上 側 の 面 ） が 、 そ れ ぞ れ 接 着 部 材 と し て の 非 加 硫 の ブ チ ル ゴ ム シ ー ト ２

３ を 介 し て 両 側 の 函 体 １ １ ， １ １ ′ の 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ に 接 着 さ れ 両 側 の 函 体 １

１ ， １ １ ′ を 繋 ぎ 、 ま た 、 目 地 材 ２ ４ は 両 面 ブ チ ル シ ー ト で 被 覆 し て 函 体 １ １ 、 １ １ ′ を

繋 い で い る 。 尚 、 固 定 板 部 ２ １ Ｂ の 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ へ の 接 着 は ブ チ ル ゴ ム シ ー

ト に 限 ら ず 、 他 の 接 着 剤 に よ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 保 持 充 填 部 材 ２ ２ は 、 図 ５ （ Ａ ） に そ の 単 体 の 断 面 図 を 示 す よ う に 、 内 面 は 止 水 ゴ ム ２

１ の 外 面 側 の 凹 凸 と 略 対 応 す る 形 状 で 、 外 面 は 内 面 ２ ２ Ａ が 止 水 ゴ ム ２ １ の 外 面 に 嵌 っ た

状 態 で 函 体 １ １ ， １ １ ′ の 外 面 と 面 一 と 成 る 平 面 状 に 、 ス ポ ン ジ ゴ ム 等 の 弾 性 素 材 に よ っ

て 形 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 内 面 に は 、 左 右 に 止 水 ゴ ム ２ １ の 屈 曲 部 ２ １ Ａ と 固 定 板 部 ２ １

Ｂ の 間 に 嵌 る 凸 部 ２ ２ Ａ が 突 設 さ れ て そ の 間 に 止 水 ゴ ム ２ １ の 屈 曲 部 ２ １ Ａ が 嵌 る 凹 部 ２

２ Ｂ が 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。 尚 、 そ の 形 成 は 、 型 に よ っ て 一 体 成 形 し て も 、 図 ５ （

Ｂ ） に 示 す よ う に 基 板 部 ２ ２ ′ と 凸 部 ２ ２ Ａ と を 別 個 に 形 成 し て 接 着 し て も 何 れ で も 良 い

も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 上 記 の ご と き 構 成 の 継 手 部 ２ ０ は 、 止 水 ゴ ム ２ １ の 左 右 の 固 定 板 部 ２ １ Ｂ が そ れ ぞ れ 両

側 の 函 体 １ １ ， １ １ ′ の 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ に ブ チ ル ゴ ム シ ー ト ２ ３ で 接 着 さ れ て

、 函 体 １ １ ， １ １ ′ の 間 を 止 水 す る 。 ま た 、 外 部 か ら 作 用 す る 外 水 圧 は 、 固 定 板 部 ２ １ Ｂ

を 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ に 押 圧 し て 密 着 さ せ 、 よ り 一 層 止 水 性 を 高 め る 。 つ ま り 、 ブ

チ ル ゴ ム シ ー ト ２ ３ に よ る 接 着 と 、 外 水 圧 に よ る 圧 接 に よ っ て 二 重 の 止 水 効 果 を 得 る こ と

が で き る よ う に な っ て い る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ は 外 周 側 に 広 が る 方 向 の 傾 斜 面 で あ る た め に コ ン ク リ ー ト 打

設 時 に 空 気 の 抜 け が 良 く ジ ャ ン カ の 発 生 を 抑 え る こ と が で き 、 固 定 板 部 ２ １ Ｂ と 密 着 性 が

良 く 良 好 な 止 水 性 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 外 周 側 か ら そ の 面 状 態 を 確 認 す る こ と も で

き 、 必 要 が あ れ ば 補 修 す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 両 側 の 函 体 １ １ ， １ １ ′ の 離 間 変 位 に 際 し て は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 止 水 ゴ ム ２

１ の 屈 曲 部 ２ １ Ａ が 伸 展 す る こ と で 止 水 性 を 保 っ て こ れ を 許 容 す る 。 こ の 時 、 弾 性 素 材 に

よ っ て 形 成 さ れ た 保 持 充 填 部 材 ２ ２ も 共 に 変 形 す る た め 、 止 水 ゴ ム ２ １ の 伸 展 変 形 を 妨 げ

る こ と は な い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 次 に 、 上 記 の ご と き 継 手 部 ２ ０ を 構 成 す る 施 工 方 法 を 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ２ と 対 応 す る

施 工 途 中 の 図 で あ る 図 ６ に 示 す よ う に 、 前 工 程 の 函 体 １ １ の 内 型 枠 １ ３ に 固 定 さ れ て 端 面

を 形 成 す る 妻 型 枠 １ ４ を 、 止 水 ゴ ム ２ １ の ス リ ッ ト 部 ２ １ Ｓ に 嵌 め 込 ん で 、 妻 型 枠 １ ４ に

よ っ て 止 水 ゴ ム ２ １ を 支 持 さ せ る と 共 に 、 そ の 外 周 側 に 保 持 充 填 部 材 ２ ２ を 被 せ 、 更 に 、

上 面 及 び 側 面 は そ の 外 周 を 外 型 枠 １ ５ で 押 さ え る （ 下 面 は 均 し コ ン ク リ ー ト １ の 上 面 に 載

置 さ れ た 状 態 と な る の で 不 要 ） 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 こ れ に よ っ て 止 水 ゴ ム ２ １ は 移 動 不 能 と な り 、 こ の 状 態 で コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と

で 函 体 １ １ を 構 築 し 、 そ の 後 、 妻 型 枠 １ ４ を 外 し 、 こ こ に 目 地 材 ２ ４ を 硬 化 し た コ ン ク リ

ー ト 面 に 接 着 し て 妻 型 枠 と し 、 次 い で 型 枠 １ ３ を 外 し て 函 体 １ １ ’ の 同 じ 位 置 に 設 置 し て

函 体 １ １ ′ を 打 ち 継 ぐ 。 そ し て 、 コ ン ク リ ー ト が 硬 化 し て 外 型 枠 １ ５ を 外 し た 後 、 下 面 を

除 く 継 手 部 ２ ０ の 外 面 に 土 砂 の 侵 入 を 防 ぐ 保 護 板 ２ ５ を 設 け る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ の よ う な 施 工 方 法 に よ り 、 止 水 ゴ ム ２ １ の 固 定 板 部 ２ １ Ｂ が 型 枠 と し て 機 能 し て 函 体

１ １ ， １ １ ′ の 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ を 形 成 す る た め 、 別 途 型 枠 に よ っ て 継 手 斜 面 １

１ Ａ ， １ １ Ａ ′ を 形 成 し た 後 、 止 水 ゴ ム ２ １ 及 び 保 持 充 填 部 材 ２ ２ を 装 着 す る 手 間 が な く
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、 作 業 性 が 良 い も の で あ る 。 特 に 、 下 面 側 は 、 均 し コ ン ク リ ー ト １ に 保 持 充 填 部 材 ２ ２ と

止 水 ゴ ム ２ １ を 載 置 す る の み で 良 く 、 極 め て 作 業 性 に 優 れ る 。 こ の 下 面 側 の 継 手 斜 面 １ １

Ａ ， １ １ Ａ ′ の 面 状 態 を 確 認 す る こ と は で き な い が 、 止 水 ゴ ム ２ １ の 固 定 板 部 ２ １ Ｂ は 所

定 角 度 （ ６ ０ ° － １ ５ ０ ° ） の 山 形 を 呈 す る た め 、 当 該 固 定 板 部 ２ １ Ｂ に よ っ て 形 成 す る

継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ に 空 気 溜 ま り や ジ ャ ン カ を 生 じ さ せ る こ と が な く 、 固 定 板 部 ２

１ Ｂ と 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ と が 密 着 し て 良 好 な 止 水 性 を 得 る こ と が で き る も の で あ

る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 尚 、 函 体 １ １ ， １ １ ′ の 上 面 お よ び 側 面 に 関 し て は 、 前 述 の よ う に 止 水 ゴ ム ２ １ の 固 定

板 部 ２ １ Ｂ に よ っ て 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ を 形 成 す る こ と な く 、 図 ７ に 示 す よ う に 外

型 枠 １ ５ に 固 定 し た 継 手 空 間 型 １ ６ に よ っ て 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ を 形 成 し 、 コ ン ク

リ ー ト 打 設 後 に 外 型 枠 １ ５ 、 妻 型 枠 １ ４ 、 型 枠 １ ３ 及 び 継 手 空 間 型 １ ６ を 外 し て 継 手 斜 面

１ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ の 表 面 の 確 認 及 び 必 要 な 場 合 に は 手 直 し を 行 っ た 後 、 止 水 ゴ ム ２ １ を 装

着 し て も 良 い 。 こ の 場 合 上 面 お よ び 側 面 に は 保 持 充 填 部 材 ２ ２ は 装 着 せ ず 、 そ の か わ り に

砂 を 充 填 す れ ば よ い 。 こ の 実 施 形 態 に お い て も 、 継 手 空 間 １ ２ は 外 周 側 に 開 放 す る た め 、

外 側 か ら 容 易 に 作 業 が 行 え る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 更 に 、 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ の 形 成 方 法 と し て 、 図 ８ に 完 成 状 態 の 断 面 図 を 示 す よ

う に 、 函 体 １ １ ， １ １ ′ の 打 設 の 際 に 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ の 形 成 部 位 を 所 定 の 大 き

さ に 箱 抜 き し （ 箱 抜 き 部 １ ７ ） 、 そ こ に 型 枠 を 設 け て モ ル タ ル １ ８ を 充 填 し て 継 手 斜 面 １

１ Ａ ， １ １ Ａ ′ を 形 成 し た 後 止 水 ゴ ム ２ １ を 装 着 し て も よ い 。 こ の 場 合 も 上 面 お よ び 側 面

に は 保 持 充 填 部 材 ２ ２ は 装 着 せ ず 、 そ の か わ り に 砂 ２ ８ を 充 填 す れ ば よ い 。 こ の 実 施 形 態

に よ れ ば 極 め て 平 滑 な 継 手 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ を 形 成 で き 止 水 ゴ ム ２ １ の 固 定 板 部 ２ １

Ｂ と 密 着 し て 良 好 な 止 水 性 が 得 ら れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ９ は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 ３ （ Ａ ） と 同 様 の 継 手 部 の 拡 大 図 で あ る 。 こ の 実

施 形 態 に お い て 、 図 ３ の 実 施 形 態 の 同 一 構 成 要 素 は 同 一 符 号 で 示 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る

。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ９ の 実 施 形 態 に お い て は 、 可 撓 止 水 部 材 ず れ 防 止 用 の ピ ン ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 各

ピ ン ２ ６ は 鋼 材 又 は プ ラ ス チ ッ ク 材 で で き て お り 、 そ の 一 部 は 、 止 水 ゴ ム ２ １ の 左 右 の 固

定 板 部 ２ １ Ｂ に 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 形 成 さ れ た ピ ン 挿 入 孔 ２ ７ に 挿 入 さ れ 、 ピ ン ２ ６ に

塗 ら れ た 接 着 剤 に よ り ピ ン 挿 入 孔 ２ ７ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た ピ ン ２ ６ の 残 部 は 、 継 手 斜

面 １ １ Ａ ,１ １ Ａ ′ 内 側 の 函 体 １ １ 、 １ １ ′ に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 継 手 を 施 工 す る 場 合 は 、 止 水 ゴ ム ２ １ に ピ ン 挿 入 孔 ２ ７ を 形 成 し て お き

、 ピ ン ２ ６ に 接 着 剤 を 塗 り ピ ン 挿 入 孔 ２ ７ に 挿 入 し た 後 ブ チ ル ゴ ム シ ー ト ２ ３ を 貼 り 、 ピ

ン ２ ６ が 挿 入 さ れ た 状 態 で コ ン ク リ ー ト の 打 設 を 行 う 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 な お 、 図 ３ の 実 施 形 態 に お い て は 、 ピ ン ２ ６ は 函 体 の 下 面 側 の み な ら ず 上 面 側 お よ び 側

面 側 、 す な わ ち 函 体 の 全 周 に わ た り 取 付 け る こ と が で き る が 、 図 ７ お よ び 図 ８ の 実 施 形 態

に お い て は 、 可 撓 止 水 部 材 を 配 置 す る 前 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る の で 、 函 体 の 上 面 側 お

よ び 側 面 側 に は ピ ン ２ ６ を 取 付 け る こ と は で き ず 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し な い 函 体 の 下 面

側 に の み 取 付 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 １ ０ は 本 発 明 の 継 手 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 拡 大 図 で あ り 、 図 １ １ は こ の 継 手 を ブ チ ル

ゴ ム シ ー ト ２ ３ を 取 り 外 し た 状 態 で 継 手 軸 方 向 に 見 た 側 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 こ の 継 手 に お い て は 、 止 水 ゴ ム ２ １ の 左 右 の 固 定 板 部 ２ １ Ｂ か ら 継 手 斜 面 側 に 突 出 す る

よ う に し て 周 方 向 に 延 長 す る 板 状 の 基 部 ２ ９ Ａ と 該 基 部 の 先 端 に 形 成 さ れ た 断 面 多 角 形 状
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の 膨 出 部 ２ ９ Ｂ を 備 え る 可 撓 止 水 部 材 ず れ 防 止 用 の 板 状 ア ン カ ー 部 ２ ９ が 左 右 の 固 定 板 部

２ １ Ｂ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 板 状 ア ン カ ー 部 ２ ９ に は 周 方 向

に 所 定 の 間 隔 で 空 気 抜 き 用 の 切 欠 部 ２ ９ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 板 状 ア ン カ ー 部 ２ ９ に は 膨 出 部 ２ ９ Ｂ が 形 成 さ れ て い る の で

、 対 向 す る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 間 の 変 位 に よ り 固 定 部 に か か る 引 張 力 に 抵 抗 し 接 着 部 材 に

生 じ る 剪 断 力 を 低 減 す る 効 果 が 前 記 ピ ン に よ る ず れ 防 止 構 造 よ り も 高 く 、 屈 曲 部 が 外 水 圧

に よ り 反 転 し て 固 定 部 に 大 き な 引 張 力 が 作 用 し た 場 合 で も 板 状 ア ン カ ー 部 ２ ９ が 抜 け 出 す

こ と が な く 、 止 水 ゴ ム ２ １ の 継 手 斜 面 １ １ Ａ 、 １ １ Ａ ′ に 対 す る ず れ を 一 層 確 実 に 防 止 す

る こ と が で き 、 止 水 を よ り 一 層 確 実 な も の と す る こ と が で き る 。 ま た 、 板 状 ア ン カ ー 部 ２

９ に は 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 空 気 抜 き 用 の 切 欠 部 ２ ９ Ｃ が 形 成 さ れ て い る の で 、 板 状 ア ン

カ ー 部 ２ ９ 周 辺 に 空 気 溜 り が 発 生 す る こ と を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き 、 止 水 ゴ ム ２ １ の

固 定 部 ２ １ Ｂ と 傾 斜 斜 面 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ と の 密 着 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 １ ２ は 図 １ １ の 実 施 形 態 の 変 更 例 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て も 、 図 １ ０

の 実 施 形 態 同 様 に 、 板 状 の 基 部 ３ ０ Ａ と 膨 出 部 ３ ０ Ｂ か ら な る 板 状 ア ン カ ー 部 ３ ０ が 固 定

部 ２ １ Ｂ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る が 、 こ の 板 状 ア ン カ ー 部 ３ ０ に お い て は 、 膨 出 部 ３ ０

Ｂ は 断 面 円 形 で あ り 、 ま た 図 １ １ の 断 面 多 角 形 の 膨 出 部 ２ ９ Ｂ よ り も 大 径 に 形 成 さ れ て い

る 。 こ の 膨 出 部 ３ ０ Ｂ は 断 面 円 形 で あ る の で 押 し 出 し 成 形 で 作 り や す く か つ 仕 上 が り が よ

い と い う 長 所 が あ り 、 ま た 大 径 に 作 ら れ て い る の で 引 き 抜 き に 対 す る 抵 抗 力 も 大 き く 、 ア

ン カ ー 部 ３ ０ の 抜 け 出 し を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 な お 、 板 状 ア ン カ ー 部 の 膨 出 部 は 図 １ ０ 、 １ ２ に 示 す 断 面 形 状 の ほ か 楕 円 形 等 種 々 の 形

状 に 成 形 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 止 水 ゴ ム ２ １ の 屈 曲 部 ２ １ Ａ は そ の 屈 曲 し た 先 端 部 近

傍 の 厚 み ｔ ２ よ り も そ の 反 対 端 部 側 （ 根 本 側 ） の 厚 み ｔ １ が 大 き く な る よ う に 先 端 屈 曲 部

か ら そ の 反 対 端 部 側 に 向 け て 厚 み が 漸 増 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 止

水 ゴ ム ２ １ に 大 き な 外 水 圧 が か か っ た 場 合 で も 屈 曲 部 ２ １ Ａ が 反 転 し づ ら く 、 し た が っ て

、 固 定 部 ２ １ Ｂ に か か る 引 張 り 力 の 増 大 を 防 止 す る こ と が で き 、 止 水 ゴ ム ２ １ の 継 手 斜 面

１ １ Ａ 、 １ １ Ａ ′ に 対 す る ず れ を 一 層 確 実 に 防 止 す る こ と が で き 、 止 水 を よ り 一 層 確 実 な

も の と す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 構 成 は 図 １ ２ の 実 施 形 態 の み な ら ず 、 図 ３ 等 他 の 実

施 形 態 の 止 水 ゴ ム ２ １ に 適 用 し て も 同 様 の 効 果 を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 係 る 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 継 手 構 造 の 一 構 成 例 を 適 用 し た 地 下

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 で あ る 共 同 溝 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 （ Ａ ） は 図 ２ の Ｘ 部 に 相 当 す る 継 手 部 の 拡 大 図 ， （ Ｂ ） は そ れ か ら 函 体 が 離 間 変

位 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 止 水 ゴ ム の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 （ Ａ ） は 保 持 充 填 部 材 の 断 面 図 ， （ Ｂ ） は そ の 分 解 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 施 工 工 程 を 示 す 共 同 溝 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 他 の 継 手 斜 面 の 形 成 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 他 の 方 法 に よ っ て 形 成 さ れ た 継 手 斜 面 に よ る 継 手 部 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 継 手 部 の 拡 大 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 継 手 部 の 拡 大 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 実 施 形 態 を 継 手 軸 方 向 に 見 た 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の 継 手 部 の 拡 大 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ５ ０ 】

　 　 　 　 １ ０ 　 共 同 溝 （ 地 下 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ）

　 　 　 　 １ １ ， １ １ ′ 　 函 体

　 　 　 　 １ １ Ａ ， １ １ Ａ ′ 　 継 手 斜 面

　 　 　 　 １ ２ 　 継 手 空 間

　 　 　 　 １ ４ 　 妻 型 枠

　 　 　 　 ２ ０ 　 継 手 部

　 　 　 　 ２ １ 　 止 水 ゴ ム （ 可 撓 止 水 部 材 ）

　 　 　 　 ２ １ Ａ 　 屈 曲 部

　 　 　 　 ２ １ Ｂ 　 固 定 板 部

　 　 　 　 ２ １ Ｌ 　 リ ッ プ 部

　 　 　 　 ２ ２ 　 保 持 充 填 部 材

　 　 　 　 ２ ６ 　 可 撓 止 水 部 材 ず れ 防 止 用 の ピ ン

　 　 　 　 ２ ９ 、 ３ ０ 　 板 状 ア ン カ ー 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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